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すばる望遠鏡HSC(Hyper Suprime-Cam)データに向けた小惑星検出アプリケーションCOIAS(コイアス。Come
On! Impacting ASteroids)の開発状況について報告する。すばる望遠鏡 HSCのアーカイブデータには、未発見
のものを含む数多くの小惑星が撮像されている。しかしながら、これらの小惑星に対して検出、位置測定、測光
を行い、その結果をMPC(Minor Planet Center)へ報告を行う有用なアプリケーションが存在していなかった。
そこで、我々は、小惑星の検出、測定、報告を行うアプリケーション「COIAS」の開発を行った。COIASでは
マスク画像による恒星の除去、移動天体の検出及び測定、既知小惑星との照合、未知小惑星の確認、報告ファイ
ルの作成という、画像処理からMPCへの報告に至るまでの一連の作業を行うことができる。さらに、これらの
処理は全てWebブラウザ画面を利用したGUI(Graphical User Interface)でのクリック操作で実施することがで
きる。Webブラウザを用いたことでコンピュータのOSによらず COIASを実行することができる。また、コマ
ンドライン入力を用いず、OSによらない実行環境を構築できたことにより、研究者のみならず、高校生や一般市
民でもすばる望遠鏡HSCデータを用いた小惑星探索を実施できるようになった。COIASを用いた小惑星探索に
より以下の効果が期待できる。1.直径 200m程度に至る小惑星のサイズ分布や軌道分布の解明。2.地球接近天体
検出による Planetary Defenseへの貢献。3.未発見小惑星の検出体験を通じた教育効果、市民天文学への寄与。


